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事業計画の概要

事業名称 :横浜市・東亞合成 ごみ焼却熱有効利用実証試験

環境省「令和6年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」
（廃棄物処理施設を核とした地域循環共生圏構築促進事業）

・代表事業者（幹事） :横浜市
・代表事業者 :東亞合成（株）

事業効果 :二酸化炭素排出削減量 2,400 ﾄﾝ/年 （見込み）
総事業費 :約835百万円（横浜市工事負担 + 東亞合成工事負担）

事業期間 :12年間
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鶴見区末広地区で隣接する2つの事業所

東亞合成（株）横浜工場

横浜市資源循環局 鶴見工場

地図データ ©2026 Google、画像データ ©2026 Google、 ©2026 Airbus
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ごみ焼却工場（横浜市資源循環局 鶴見工場）の概要

ごみ処理能力 1,200 ﾄﾝ/日（400 ﾄﾝ/日×3基）
ボイラー能力 70.36 ﾄﾝ/時 × 3基（2.55 MPa）
発電能力 22,000 kW

発電電力は所内及び隣接する水再生センターで消費し、
余剰電力を非化石電力として売却
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東亞合成（株）横浜工場の概要

＊横浜工場の主な事業
１．基幹化学品事業 カセイソーダ、次亜塩素酸ソーダ、塩素、水素、合成塩酸

塩化第二鉄、易溶性酸化銅 ほか

２．高機能無機材料事業 高純度液化塩化水素、高純度塩酸

＊工場敷地面積
約97,000㎡

＊建坪面積
約19,000㎡
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横浜工場の主要製造品目と製造フロー

反応

液体カセイソーダ

次亜塩素酸ソーダ

低食塩次亜塩素酸ソーダ

液化塩素

合成塩酸

圧縮･液化

分離

カセイ
ソーダ

濃縮

反応

原塩 電解槽塩水
精製

水素 液化塩化水素

高純度液化塩化水素

放散
圧縮・液化

精製

電気

主な用途

:石鹸、液体洗剤、食品添加物
医薬品原料、上下水処理 etc.

:漂白剤、殺菌剤 etc.

:上水道殺菌剤、食品洗浄剤 etc.

:下水道殺菌剤、チタン精錬、
各種塩素化合物の原料 etc.

:金属表面処理、プリント基板
食品添加物、上下水処理 etc.

:医薬品原料、塩化化合物 etc.

:シリコンウェハー、半導体製造

蒸気加熱

蒸気加熱

蒸気加熱

塩素

首都圏浄水場向けシェアNo.1

世界シェアNo.1
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横浜市 資源循環局 鶴見工場 東亞合成（株）横浜工場

隣接する２つの事業場の対照的な特徴

蒸気タービン発電機

ボイラー

都市ガス

売電

高圧蒸気

ボイラー

高圧蒸気

低圧蒸気
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化石燃料からCN蒸気への転換イメージ

都市ガス ボイラー 高圧蒸気

ごみ焼却熱 ボイラー  CN蒸気_

化石燃料由来エネルギー

非化石燃料由来のクリーンエネルギー（カーボンニュートラル（CN）蒸気）

電力

東亞合成（株）横浜工場

資源循環局 鶴見工場
発電機

（エネルギー変換ロス）
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事業全体のCO2削減効果

ごみ焼却工場 で発生する蒸気は化石燃料を使わないクリーンエネルギーの

カーボンニュートラル（CN）蒸気

東亞合成（株）横浜工場

40,000 ﾄﾝ/年以上 の CN蒸気 を受入れ

鶴見工場:CN蒸気供給量 40,000 ﾄﾝ/年＝ 2,800 ﾄﾝ-CO2
の削減効果減少

東亞合成:CN蒸気受入量 40,000 ﾄﾝ/年＝ 5,200 ﾄﾝ-CO2削減

事業全体のCO2削減効果 ＝ 2,400 ﾄﾝ-CO2/年

事業全体のコストメリットを両者で折半することで、単一事業所でのCO2削減効果

でなく、地域全体としてCO2削減効果を発現する事業として実現 9



CN蒸気の供給経路

東亞合成（株）横浜工場

横浜市資源循環局 鶴見工場

高圧蒸気溜め

蒸気ヘッダー

市道横断部

横浜市工事 :横浜市施設内、市道横断部

東亞合成工事:東亞合成敷地内

CN蒸気供給配管
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以上です
ご清聴ありがとうございました
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